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最
近
、
愛
媛
県
出
身
の
選
手
が
国
際
舞
台
で
大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
青
野
令
選
手
、
柔
道
の
浅
見
八
瑠
奈
選
手
、
や
り

投
げ
の
村
上
幸
史
選
手
、
サ
ッ
カ
ー
の
長
友
佑
都
選
手
な
ど
が
そ
の
よ
い
例
で
あ
り
、
彼
ら
の
活
躍
に
県
民
は
一
喜
一
憂
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。
六
年
後
に
愛
媛
国
体
開
催
を
控
え
、
大
変
心
強
い
限
り
で
す
。

　
さ
て
、
子
規
の
野
球
殿
堂
入
り
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
賞
」
は
、
今
回
で
九
回
目
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
が
融

合
し
た
新
し
い
芸
術
文
化
を
全
国
に
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
」
を
愛
媛
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
応
募
い
た
だ
い
た
俳
句
は
、
一
般
の
部
で
二
千
二
百
六
十
一
句
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
一
千
八
百
九
十
三
句
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
写
真
俳

句
）
部
門
は
六
十
五
点
（
計
四
千
二
百
十
九
句
・
作
品
）
と
前
回
よ
り
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
的
に
も
全
国
三
十

八
都
道
府
県
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
」
と
い
う
文
化
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
に
浸
透
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　
毎
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
「
第
九
回
え
ひ
め
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
賞
」
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
の
は
、
愛
媛
県
俳
句
協

会
を
は
じ
め
審
査
員
の
方
々
、
各
賞
・
宿
泊
券
・
松
山
銘
菓
等
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
報
道
関
係
団
体
、
有
名
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
有
名
菓

子
舗
、
こ
の
他
に
も
協
力
・
協
賛
・
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
団
体
・
企
業
等
の
関
係
の
皆
様
方
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
心
よ

り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
か
ら
は
審
査
員
の
先
生
方
も
一
新
さ
れ
、
「
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
」
の
新
た
な
幕
開
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
多
数
の
ご
応
募

が
あ
り
、
審
査
員
の
先
生
方
も
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
応
募
者
の
皆
様
方

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
回
を
重
ね
、
よ
り
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
や
俳
句
愛
好
者
の
皆
様
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
日
本
中
に

「
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
」
と
い
う
新
し
い
文
化
が
根
付
き
、
大
き
く
育
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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